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(57)【要約】
【課題】本発明は簡易な方法で、プロポリス抽出液を水
に分散し、ロスを少なくするための方法を提供する。ま
た、入浴剤として利用した場合でも浴槽内に付着し難い
プロポリス入り入浴剤を提供する。
【解決手段】プロポリス原料１ｋｇに対してエタノール
１．５Ｌ～３Ｌの割合で含浸させたプロポリスを遠心分
離機にかけることにより分離したプロポリス抽出液を、
水槽内の略中央から、前記水に対して１．５％～１０％
の割合となるように吐出させ、その後攪拌することによ
りプロポリス抽出液を水に分散し、得られた水分散液を
飲料用のサプリメントドリンクとしたり、入浴剤とする
ことを特徴とする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
プロポリス原料１ｋｇに対してエタノール１．５Ｌ～３Ｌの割合で含浸させたプロポリス
からプロポリス抽出液を分離し、
水の入った容器の水位方向の略中央より下から、前記水に対して１．５％～１０％の割合
で前記分離したプロポリス抽出液を吐出させ、その後攪拌して得られることを特徴とする
プロポリス抽出液の水分散液。
【請求項２】
　プロポリス原料１ｋｇに対してエタノール１．５Ｌ～３Ｌの割合で含浸させたプロポリ
スからプロポリス抽出液を分離し、
水の入った容器の水位方向の略中央より下から、前記水に対して１．５％～１０％の割合
で前記分離したプロポリス抽出液を吐出させ、その後攪拌することを特徴とするプロポリ
ス抽出液の水分散液の製造方法。
【請求項３】
請求項１に記載の方法でプロポリス抽出液が水に分散され、もしくは請求項２に記載の方
法で製造された水分散液からなる入浴剤。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、プロポリス抽出液の水分散液及びその製造方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　プロポリスは、蜜蜂が外敵から巣を守るために、巣箱の壁に作る抗菌・防腐作用などの
ある物質である。蜂たちは自分たちが通れる程の孔を残し、巣箱をびっしりとこのプロポ
リスで覆い、外的から身を守るのである。プロポリスの主成分は濃厚なフラボノイドであ
り、フラボノイドはほとんどの植物に含まれる成分である。蜜蜂は植物を巣箱に持ち帰り
、他の物質、主として蜜ろうおよび唾液分泌物と混ぜ合わされて作られた草壁状物質を巣
箱に覆い、これがプロポリスとなる。プロポリスは抗菌作用、ウイルス増殖抑制作用、局
所麻酔作用、抗炎症作用、抗酸化作用等の薬理作用を有し、医薬品、化粧品、飲食品等そ
の用途は多岐にわたっている。
【０００３】
　しかしながら、プロポリスは自然界で蜜蜂が収集したものであるから有効成分以外にも
いろいろな成分が含まれている。さらにプロポリスは、水に難溶性であるため、そのまま
では使用に不便であり、その効果も十分発揮することができない。そこでプロポリスから
エキスを抽出して利用することが広く行われている。
【０００４】
　プロポリスからその有効成分のエキスを抽出する方法としては、従来からプロポリス原
塊からエタノールなどのアルコール、ケトン、エーテル等の有機溶剤を溶媒として抽出す
る方法が主に行われていた。
【０００５】
　さらに別の抽出方法としてはエタノールと水との混合液抽出液を用いた抽出も既に行わ
れている。この方法によると、抽出率がさらに若干上がるとともに、プロポリスの中の水
溶性成分も同時に抽出されて優れたプロポリスエキスを得ることができる。
【０００６】
　さらに、プロポリスの水単独の抽出も公知の技術となっている。この方法は、例えばプ
ロポリス原塊を微粉末としてこれに水を加え、５０℃で数時間撹拌する。水の添加量は例
えばプロポリス原塊１００ｇに対して水５００ｍｌとする。この抽出液を遠心分離して上
澄液を取り、残った沈殿物を再び同じように処理する。１回目と２回目の処理で採取した
上澄液を濾過し、ろ液を凍結乾燥してプロポリスエキスの粉末を得るものである。
【０００７】
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　このような方法で抽出された抽出液に水を滴下して飲む場合は水面に浮いたヤニ状の不
溶物が容器の内側にリングのように付着するといった問題がある。これは、プロポリスに
は前述したように蜜ろうや樹脂が含まれるため、飲用時には水に溶けづらく、表面に浮い
て容器の内側に付着するのである。プリポリスは希少品であり、このようなロス（損失）
はできるだけ少ない方が好ましい。さらにはプロポリスを入浴剤として使用する場合に、
浴槽にこのようなロスとなったプロポリスが付着して浴槽を汚すという問題もあった。
【０００８】
　この問題を解決するために、特許文献１において、プロポリスのエタノール抽出液を冷
却機で０℃以下にし、冷却しながら濾過する方法などが開示されている。また、特許文献
２には入浴剤として使用するために、プロポリスエキスを含浸させた布とトルマリンやセ
ラミックス、炭などとを一緒に包装した入浴剤が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特許第２９６９３３７号公報
【特許文献２】特開２００２－２７５０４７
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　しかしながら、特許文献１に開示される方法では、抽出した後にさらに濾過し、抽出液
を０℃以下にしなければならないため手間がかかる。プロポリスは原料自体が高価である
から、複雑な作業工程を要すると、製品がさらに高価になるという問題点がある。本発明
は簡便な工程でプロポリス抽出液を水に分散して使用する際のロスを少なくするための方
法に関するものである。
【００１１】
　また、特許文献２に係る発明では、入浴剤に利用する発明が開示されているものの、こ
の発明では、布に一度プロポリス抽出液などを含浸させるため、プロポリスの有効成分が
浴槽内の湯に溶出し辛いという問題がある。本発明はプロポリスを湯に溶出させても浴槽
内壁への付着を防ぐことのできる分散性の高い入浴剤を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　（１）本発明は上記目的を達成するため、プロポリス原料１ｋｇに対してエタノール１
．５Ｌ～３Ｌの割合で含浸させたプロポリスからプロポリス抽出液を分離し、水の入った
容器の水位方向の略中央より下から、前記水に対して１．５％～１０％の割合で前記分離
したプロポリス抽出液を吐出させ、その後攪拌して得られることを特徴とするプロポリス
抽出液の水分散液を提供する。
【００１３】
　（２）又、プロポリス原料１ｋｇに対してエタノール１．５Ｌ～３Ｌの割合で含浸させ
たプロポリスからプロポリス抽出液を分離し、水の入った容器の水位方向の略中央より下
から、前記水に対して１．５％～１０％の割合で前記分離したプロポリス抽出液を吐出さ
せ、その後攪拌することを特徴とするプロポリス抽出液の水分散液の製造方法により、前
記課題を解決する。
【００１４】
　（３）加えて、（１）に記載の方法でプロポリス抽出液が水に分散され、もしくは（２
）に記載の方法で製造された水分散液からなる入浴剤を提供することにより、前記課題を
解決する。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明に係る製造方法によれば、本発明は簡便な工程でプロポリス抽出液を水に分散さ
せ、製品を使用する際のプロポリスのロスを少なくすることができる。また、入浴剤とし
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て用いた場合、湯に溶出させてもプロポリスが浴槽内壁へ付着して浴槽内を汚すのを防ぐ
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】フローチャート
【図２】本発明に係るプロポリス抽出液を水分散させる際の図
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、図面に基づいて本発明を詳しく説明する。先ず、図１は本発明のフローチャート
である。まず、プロポリス原塊を粉砕してエタノールと混合し、プロポリスにエタノール
を含浸させる。ここで用いる溶剤はグリセリン等のアルコール、ケトン、エーテル等、プ
ロポリス抽出に一般に用いられている有機溶剤を用いることができるが、好ましくは食用
のアルコール、さらに好ましくはエタノールが用いられる。割合としてはプロポリス原塊
１ｋｇに対してエタノール１．５Ｌ～３Ｌ含浸させる。プロポリス原料とエタノールを混
合したものは、時間が経過すると上の部分にプロポリスが、下の部分に残渣がそれぞれ分
離して表れる。この上の黒い部分が抽出液となる。残渣にもプロポリスが含まれるので、
遠心分離機を用い、抽出液を得ることができる。残渣から搾り取ったプロポリス抽出液は
、上述の分離した上澄部分のプロポリス液とともにフィルター等の公知の濾過手段を用い
て濾過し、プロポリス抽出液として使用することができる。なお、プロポリス原塊を粉砕
してエタノールと混合したものをそのまま遠心分離機にかけても差し支えない。
【００１８】
　遠心分離機でプロポリスを抽出する際、例えばエタノールを含浸させたプロポリス８ｋ
ｇを１８００ｒｐｍで２０～２５分程度遠心分離機に掛けるとプロポリス抽出液が得られ
る。
【００１９】
　これにより得られるプロポリス抽出液は非常に濃密なので、飲用や入浴剤などに供する
際には、上述の方法により得られるプロポリス抽出液を水に分散して製品にすることがで
きる。水との割合とすれば、プロポリス抽出液を水の１．５～１０％程度にするのが好ま
しい。１０％以上であると水に混ざらず、水槽などの容器の周りに付着したり、底に沈ん
でしまう。
【００２０】
　注入する際には図２に示すように、水が満たされた容器内の中央より下から、プロポリ
ス抽出液が吐出するようにする。上から滴下するとプロポリス抽出液は水の表面に留まり
、容器の内壁に付着し、プロポリスが損失する結果ともなるとともに、樹脂が汚れとなっ
て付着し、それを取り除くために労力が必要となる。中央より下からプロポリス抽出液を
吐出させると、容器に付着する前に、水にプロポリスが溶解するので、ロスも少なくてす
み、容器の内壁に蜜ろうが付着して汚れることもない。なお、容器は開放型でも閉鎖型で
も良い。
【００２１】
　プロポリス抽出液を容器内に吐出させる場合には、ノズルを容器内の水中に入れ、水位
方向の中央から下に先端を位置させて、抽出液を水中に吐出させてもよいし、スポイトな
どを用いて水中に抽出液を吐出させてもよい。この際のポイントは水位方向の中央よりも
下からプロポリス抽出液を吐出させることである。
【００２２】
　撹拌は容器内に撹拌翼等を設けておき、これを回転させることにより撹拌せしめてもよ
い。また既存の攪拌機を用いてその内部に水を張っておき、その水中にプロポリス抽出液
を吐出させても良い。撹拌時間は抽出液や水の量によっても異なるが、全体が黄緑色など
に色づく程度に混合されればよい。なお、プロポリスの成分によって水分散液の色は異な
るので、黄緑色に限られるわけではない。
【００２３】
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　このようにして得られたプロポリス抽出液の水分散液はサプリメントのドリンク剤とし
て用いることもできるとともに、入浴剤としても用いることができる。抽出液を水に分散
させて薄めているので、このまま浴槽に入れても浴槽の周りに樹脂が付着して浴槽を汚す
こともない。なお、ドリンク剤として用いる場合は、さらに飲みやすくするため、好みに
応じて香料、甘味料を加えることも可能である。無論、減菌処理、殺菌処理、保存処理等
の工程を加えることができる。
【実施例１】
【００２４】
以下に、入浴剤として用いる場合の実施例を説明する。まず、プロポリス原塊１ｋｇに対
してエタノール１．５Ｌ～３Ｌ含浸させる。プロポリス原塊とエタノールを混合して２～
３日後に再度攪拌し、１０日後に再度攪拌する。その後、３ヶ月程度置くとプロポリスと
残渣成分に分離する。上澄部分のプロポリス液を取り分け、残る残渣成分を１８００ｒｐ
ｍで２０～２５分程度遠心分離機に掛ける。これにより得られたプロポリス抽出液をさき
ほどの上澄部分のプロポリス液と混合し、プロポリス抽出液とする。これらをさらに濾過
することが好ましいが、そのまま用いても良い。例えば水１０Ｌに対してプロポリス抽出
液２００ｃｃを、水を張った水槽内の中央より下に注入し、２００ｒ．ｐ．ｍで５～１０
分間撹拌する。ここで用いる水としては海洋深層水などのミネラルが入っていてもよいし
、香料、保存料などを加えても良い。また、プロポリス抽出液を水に分散させた後に、香
料や保存料などを加えることもできる。
このようにして得られた水分散液に減菌処理、殺菌処理、保存処理等の工程を加えること
ができる。
【符号の説明】
【００２５】
　　１　容器
　　２　ノズル
　　３　撹拌装置
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